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ピッツバーグピッツバーグピッツバーグピッツバーグ日本語補習授業校危機管理日本語補習授業校危機管理日本語補習授業校危機管理日本語補習授業校危機管理マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルⅠⅠⅠⅠ

学 校 開 校 時 編学 校 開 校 時 編学 校 開 校 時 編学 校 開 校 時 編

本マニュアルは､暴動､テロ等で異常事態が発生した場合の学校の対応を示したものである｡

１１１１．．．． 園児園児園児園児････児童児童児童児童････生徒生徒生徒生徒････保護者保護者保護者保護者････教職員教職員教職員教職員のののの安全安全安全安全のののの確保確保確保確保
( ) 校長は直ちに運営委員と協力し全学級に事態を知らせ全員を体育館に集合させる｡1

※校舎内が危険な場合は『駐車場』とする｡
( ) 体育館入口､１階正面・中庭出入口､２階非常口､カフェテリア入口を運営委員で警2

備する｡
※不足する場合は臨機応変に保護者の応援を依頼する｡

( ) 各担任は園児･児童･生徒の安全確認(出席状況：◯名在籍◯名欠席異常なし)を事務3
員に報告､事務員は校長へ報告する｡

( ) ( )の終了後保護者は に子供と共に整列｡4 3 末子の学級
( ) 各担任は保護者がいない家庭をチェックする｡5

２２２２．．．．各関係機関各関係機関各関係機関各関係機関へのへのへのへの連絡連絡連絡連絡
校長は以下に状況報告を行うと共に対応を協議する｡

( ) 地元警察（９１１）1
( ) ニューヨーク日本国総領事館2
( ) 文部科学省3

３３３３．．．．各家庭各家庭各家庭各家庭へのへのへのへの連絡連絡連絡連絡
保護者がいない家庭を担任は運営委員に報告し､運営委員は電話にて状況を説明｡必

要に応じて来校を願う｡

４４４４．．．．園児園児園児園児････児童児童児童児童････生徒生徒生徒生徒のののの避難確保避難確保避難確保避難確保
周辺の安全が確保されるまで､体育館内（又は駐車場）での避難を継続する｡

５５５５．．．．園児園児園児園児････児童児童児童児童････生徒生徒生徒生徒のののの帰宅帰宅帰宅帰宅
保護者と共に帰宅させる｡

※各担任は保護者であることを確認次第下校させる｡
※原則として代理の迎えは認めない｡平常時から代理の送迎はあらかじめ保護者が直接

担任へ連絡する｡

６６６６．．．．学校学校学校学校のののの休校休校休校休校
学校は再開通知を出すまでは臨時休校とする｡
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ピッツバーグピッツバーグピッツバーグピッツバーグ日本語補習授業校危機管理日本語補習授業校危機管理日本語補習授業校危機管理日本語補習授業校危機管理マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルⅡⅡⅡⅡ

学 校 閉 校 時 編学 校 閉 校 時 編学 校 閉 校 時 編学 校 閉 校 時 編

本マニュアルは､暴動､テロ等で異常事態が発生した場合の学校の対応を示したものである｡

１１１１．．．．各関係機関各関係機関各関係機関各関係機関へのへのへのへの連絡連絡連絡連絡
校長は以下に状況報告を行う｡

( ) 運営委員長1
( ) ニューヨーク日本国総領事館2
( ) 文部科学省3

２２２２．．．．園児園児園児園児････児童児童児童児童････生徒生徒生徒生徒････保護者保護者保護者保護者････教職員教職員教職員教職員のののの安全安全安全安全のののの確保確保確保確保
( ) 校長は「保護者連絡網」を通じ､各家庭の状況を把握する｡1
( ) 校長は「教職員連絡網」を通じ､教職員の状況を把握する｡2

･クラス係は連絡が取れない家庭を速やかに校長へ連絡する｡
･校長は手段を尽くし連絡を徹底する｡
･被害のあった家庭を把握する｡

( ) 校長はどうしても連絡が取れない家庭を把握し近所の家庭に連絡､連絡の徹底をお3
願いする｡近所の家庭は連絡が取れ次第校長へ報告する｡

( ) 電話回線が混み合っている場合は，ホームページや電子メールを併用する｡4

３３３３．．．．対応協議対応協議対応協議対応協議
校長は「ニューヨーク日本国総領事館」及び「文部科学省」の指示を受け､「運営委
員長」と対応を協議し､決定する｡

４４４４．．．．対応対応対応対応のののの周知周知周知周知
( ) 校長は同時に「保護者連絡網」を通じ各家庭に連絡を行う｡1
( ) 校長は同時に 教職員連絡網 を通じ教職員に電話及び電子メールで連絡を行う｡2 「 」

５５５５．．．．学校学校学校学校のののの休校休校休校休校
学校は再開通知を出すまでは臨時休校とする｡
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安全管理安全管理安全管理安全管理についてについてについてについて
ピッツバーグピッツバーグピッツバーグピッツバーグ日本語補習授業校日本語補習授業校日本語補習授業校日本語補習授業校

運 営 委 員 会運 営 委 員 会運 営 委 員 会運 営 委 員 会
１１１１ 治安情勢治安情勢治安情勢治安情勢のののの概要概要概要概要

在外邦人をめぐる治安状況は、次の要因が相互に絡み合う中で、概ね悪化の一途をたどって
いる。

・ 民族的宗教的対立の激化や地域紛争の膠着化
・ 貧富格差の拡大
・ 情報化社会の進展に伴う物欲の昂進
・ 社会構造の変化やこれに伴う伝統的モラルの崩壊
・ 警察の構造的腐敗と劣悪な装備
・ 麻薬禍
・ 銃器の氾濫

２２２２ リスクリスクリスクリスクのののの種類種類種類種類とととと対処対処対処対処すべきすべきすべきすべきリスクリスクリスクリスクのののの絞絞絞絞りりりり込込込込みみみみ
人の命・身体あるいは財産に危害を及ぼす可能性がある様々なリスクが存在する。

① 事変：戦争、内乱、クーデター、暴動 等
② テロ：爆弾、占拠、誘拐、狙撃、襲撃、放火 等
③ 事件：誘拐、殺人、強盗、窃盗、傷害、暴行、脅迫、狙撃、流れ弾、放火 等
④ 事故：自動車事故、遊泳事故、登山事故 等
⑤ 災害：火災、地震、風水害、建築物の崩壊 等
⑥ 病気：各種の感染症（マラリア・肝炎・エイズ 等 、その他の心身障害）

この中で、アメリカ国内で可能性の高いものとして考えられるのものは、②、③、④、⑤、
⑥等である。
そこで、学校運営委員会が運営する「私立学校」的な補習校では、安全対策も運営委員会が

。 、 、主体となって企画・立案し実行に当たることが本来の姿である その中にあって 派遣教員は
在留人保護の立場から在外公館と日常的に緊密な連絡体制を維持し、時間的余裕を持って、文
部科学省、外務省、海外子女教育振興財団へ相談、要望をしていくことが肝要である。

３３３３ 安全確保安全確保安全確保安全確保のののの実行実行実行実行
（ ）（ ）（ ）（ ） 補習校児童生徒補習校児童生徒補習校児童生徒補習校児童生徒とととと保護者保護者保護者保護者がががが取取取取りりりり組組組組むむむむ活動活動活動活動1

①①①① 自自自自らららら努力努力努力努力してしてしてして承知承知承知承知するするするする安全情報安全情報安全情報安全情報
・ 現地の新聞・ＴＶ･インターネット等で報じられるニュース
・ 現地事務員さんの情報
・ 保護者企業内での安全情報

②②②② 基本的基本的基本的基本的にににに知知知知っておくっておくっておくっておくアメリカアメリカアメリカアメリカのののの諸事情諸事情諸事情諸事情
・ 人種、歴史、宗教、習慣、風俗、価値観についての日本人との相違点
・ リスクを惹起・増幅しかねない政治的・経済的・社会的な諸問題
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))))ex
真珠湾攻撃５０周年の祈り、毎日のように太平洋戦争の幕開け、日本の“卑劣”な攻撃が

ニュースで特集され、当時の宮沢首相他、日本の政治家のアメリカ人批判（アメリカ人は怠
け者）と重なり、日本の車をたたき壊すことがもてはやされたことがある。その時は、カル
フォルニアに住んでいたが、友人宅の日系新聞にいたずら書きをされたり、お寿司屋に嫌が
らせの電話があったり、また、車を運転中に開いていた窓からゴミを投げつけられたりした
人がいた。ピッツバーグはカルフォルニアと違い日本人の数が少ないことや などのSONY
進出が地元では歓迎されているなど友好的なようであるが、元々ピッツバーグは鉄鋼産業の
街で、その没落を日本のせいにする人もいるなどの対日感情があることも心に留めておくこ
とが必要である。

また､マイノリテイーに対する白人至上主義的な考えを持っている者もおり人種差別から
発砲事件も当地で起きたことがある｡

（ ）（ ）（ ）（ ）運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会でででで先導先導先導先導しししし、、、、充実充実充実充実させるさせるさせるさせる活動活動活動活動2

① 保護者や児童生徒への安全管理意識の高揚
・安全情報を収集し、保護者等へ提供する。

② 借用校との安全管理上の交渉
③ 地元警察署との連携
④ 在外公館、邦人企業、保護者、安全管理専門家 等との協力

４４４４ 平等時平等時平等時平等時のののの心掛心掛心掛心掛けとけとけとけと事前準備事前準備事前準備事前準備
報告連絡体制報告連絡体制報告連絡体制報告連絡体制とととと緊急時連絡網緊急時連絡網緊急時連絡網緊急時連絡網のののの確立確立確立確立ＡＡＡＡ

（（（（１１１１）））） 教職員 等教職員 等教職員 等教職員 等
①①①① 派遣教員派遣教員派遣教員派遣教員

・派遣教員は、常日頃から現地情報の収集・分析にも努める。
現地のニュース等テレビ､インターネット等を等して常に最新の情報を得ておく｡・

・情報収集に当たっては、情報の入手日時、情報源、情報の正確度についても、その都度
記録する。

・派遣教員の同伴家族も、同様の努力をすることが望ましい。
・ 学校の安全に関わる情報」を把握した場合には、その緊急度を勘案しつつ、運営委員「

会に報告する。
・校長が「学校の安全に関わる情報」を把握した場合には、速やかに在外公館と学校運営

委員会に連絡し、必要により学校全体あるいは講師に周知徹底する。
・派遣教員の自宅電話番号を運営委員、講師、事務員に知らせ、いつでも連絡が取れるよ

うにしておく。
運営委員、講師、事務員についても相互に連絡が取れるようにしておくことも同様であ
る。

、 。・旅行中でも学校関係者側から連絡が取れるよう 最新の日程と連絡方法を提出しておく

②②②② 講師講師講師講師（（（（現地採用教員現地採用教員現地採用教員現地採用教員））））
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・講師は、当然ながら派遣教員よりも現地情勢に通じている場合があり、情報のパイプも
太い。従って、講師が「学校安全に関わる情報」を把握した場合は校長あるいは、学校
運営委員会への速報をお願いする。

③③③③ 事務員事務員事務員事務員
・講師同様、現地情勢に通じており、情報のパイプが多い 「学校安全に関わる情報」を。

把握したら、校長及び運営委員会への速報をお願いする。

（（（（２２２２）））） 学校運営委員会学校運営委員会学校運営委員会学校運営委員会
①①①① 緊急連絡緊急連絡緊急連絡緊急連絡

緊急状態が発生した場合、各運営委員は速やかに連絡が取れるように、次の要項を確認
しておく。

アアアア 運営委員連絡先運営委員連絡先運営委員連絡先運営委員連絡先のののの事前把握事前把握事前把握事前把握
Ａ 自宅の住所・電話番号
Ｂ 勤務先の電話番号

交換手・秘書を経由しての連絡が円滑にいくように学校運営委員会のメンバーであ
ることを、勤務先企業関係者等に周知徹底しておく。

Ｃ （必要により）出張、休暇の場合の連絡方法

イイイイ 電話連絡電話連絡電話連絡電話連絡がつかないがつかないがつかないがつかない場合場合場合場合のののの他他他他のののの連絡方法連絡方法連絡方法連絡方法
Ａ 携帯電話
Ｂ 電子メール
Ｃ 現地の人による伝令
Ｄ 自宅・勤務先・出張先ホテル等への伝言

②②②② 通常通常通常通常のののの情報収集情報収集情報収集情報収集、、、、報告連絡体制報告連絡体制報告連絡体制報告連絡体制
アアアア 定例会定例会定例会定例会のののの開催開催開催開催

・ 、持ち寄った安全に関する情報や見解を披露し、協議し合う。運営委員会では
現地の新聞やテレビなどから得た、一見誰でも知っているような情報であっても、情報
の共有化と再認識の意味で取り上げる。

イイイイ 臨時会臨時会臨時会臨時会のののの開催開催開催開催
・政情の流動化、治安の顕著な悪化などが見られた場合は、早い時点で臨時運営委員会を

開催し、対応を協議する。
常に情報は電子メールを活用し互いに連絡を取り合う｡

ウウウウ 留意点留意点留意点留意点
・この種の会議は、議論のための議論や、マンネリ化に陥り易いため、その都度明確な結

論を出すように努める。
・結論等を議事録に記録するように努める。
・運営委員会の重要決定については、必ず文部科学省･外務省へ報告する。

（（（（３３３３）））） 在外公館在外公館在外公館在外公館（（（（ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク総領事館総領事館総領事館総領事館））））
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アアアア 緊急連絡緊急連絡緊急連絡緊急連絡
① 学校担当官の緊急連絡先の把握
② 学校担当官不在の場合の連絡先の確認

イイイイ 通常通常通常通常のののの情報収集情報収集情報収集情報収集､､､､報告連絡体制報告連絡体制報告連絡体制報告連絡体制
① 在外公館とは､日頃から緊密な連絡体制を維持しておく｡
② 在外公館が発出する安全情報については速やかに周知徹底を図る｡

･渡航情報は拘束力はないものの､外務省が各種情報を総合的に分析した上で発出
する勧告書であり､情報認識の基本として尊重し､安全対策に生かす｡
･在外公館が緊急時に発出する退避勧告､退避勧奨については特に､迅速確実な伝達
を図り､極力尊重する｡

（（（（４４４４））））保護者保護者保護者保護者
アアアア 連絡体制連絡体制連絡体制連絡体制のののの確立確立確立確立
① 保護者への連絡の主体

学校から保護者への連絡の主体は、運営委員会（校長も含めて）が責任も持って行う。
従って、学校連絡網を通して次のような連絡経路を取る。
・運営委員会（運営委員長・委員又は校長）→各クラス係→各保護者

連絡手段②
・ 電話、ＦＡＸ、留守電
・ ・電子メール携帯電話
・ 児童生徒に託す文書

③ 連絡先
・ 保護者自宅
・ 保護者勤務先
・ 保護者の出張・休暇先

イイイイ 緊急連絡緊急連絡緊急連絡緊急連絡にににに際際際際してしてしてして
情勢の緊迫化に伴っての緊急連絡

政情や治安情勢等が急速に緊迫化した場合など不測の状態の回避を目的に行う緊急連絡は
次のようなものを想定する。

Ａ 緊急事態の概要
Ｂ 学校としての措置

・ 臨時休校の連絡
・ 授業打ち切りの連絡
・ 児童生徒の引き取り要請

Ｃ 留意事項
・ 最終保護者からの連絡

連絡終了時刻等を設定し、連絡網の最末端に位置する保護者からの連絡内容確認すること
で、連絡の徹底をする。
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・ 警察への緊急通報や運転手などの現場派遣等、児童生徒の生命を守るうえで欠か
せない措置を優先する。

・ 保護者への緊急連絡それ自体が児童生徒の危険回避に資する場合は格別、特に保
護者への緊急連絡だけに時間と労力を費やさないよう十分留意する。

・ 校長は、緊急諸措置が優先順序にしたがって正確・確実に実行されているか十分
に監督する。

緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態にににに備備備備えたえたえたえた学校学校学校学校のののの意思決定意思決定意思決定意思決定B

（（（（１１１１）））） 緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態がががが次第次第次第次第にににに迫迫迫迫っているっているっているっている場合場合場合場合のののの意思決定意思決定意思決定意思決定
ピッツバーグ日本語補習校としての意思決定は、運営委員会により決せられる。校長は

児童生徒の生命身体の安全に関わっている立場から、
・ 運営委員会が意思決定を誤らないよう、
・ 運営委員会の意思決定が何らの実効性を伴わない抽象的結論に終わらないよう、

意見を出して、緊急事態回避のための適切な対策が講じられるように働きかける。

（（（（２２２２）））） 緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態がががが突発的突発的突発的突発的にににに発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合のののの意思決定意思決定意思決定意思決定
突発的緊急事態の場合、何らかの事情で運営委員会が早急に意思決定を下せない事情も

考えられる。
、 （ ） 、 、 。この場合 運営委員長 又は校長 は 次の事項を十分に勘案しつつ 当面の判断を下す

運営委員長（又は校長）の緊急判断の可能性を、運営委員会は承知しておくこと。
・ 児童生徒の安全を第一とする。
・ 運営委員長（又はその代理）の判断があれば、これを危険回避措置の基本とする。
・ 在外公館の判断を十分尊重する。
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緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態にににに対対対対するするするする学校学校学校学校のののの対応対応対応対応とととと留意点留意点留意点留意点
ピッツバーグピッツバーグピッツバーグピッツバーグ日本語補習授業校日本語補習授業校日本語補習授業校日本語補習授業校

運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会
１１１１ 基本方針基本方針基本方針基本方針

保護対象保護対象保護対象保護対象のののの優先順位優先順位優先順位優先順位（ ）1
緊急事態に際しての学校の対応は、次の順位に沿って実施する。
① 児童生徒の生命身体の保護
② 教職員、在校中保護者の生命身体の保護
③ 学校財産の保護

目的目的目的目的（ ）2
緊急事態に際しての学校の対応は、次の目的に沿って実施される。
① 保護を対象とする危害を未然に阻止すること。
② 保護対象に及んだ危害による被害を最小限に止め、新たな危害の再発を防止するこ

と。
③ 保護対象の及んだ危害による被害を可能な限り回復すること。

関係機関関係機関関係機関関係機関とのとのとのとの緊密緊密緊密緊密なななな連係連係連係連係プレープレープレープレー（ ）3
緊急事態に際して学校の対応は、在外公館、学校運営委員会、地元警察などと緊密
な連携のもとで行う （ 安全管理について」参照）。「

２２２２ ピッツバーグピッツバーグピッツバーグピッツバーグ日本語補習授業校日本語補習授業校日本語補習授業校日本語補習授業校のののの安全対策安全対策安全対策安全対策
ハードハードハードハード面面面面（ ）1

① 概要
・現在の借用校舎は、ピッツバーグ郊外の比較的安全な住宅地にある。
・校舎の造りは、２階建てであるため校舎内からの避難については、安全度が保たれ
ているが、逆に校舎外から侵入し易い点に、安全対策をとる必要がある。

② 購入・設置を検討すべき資材
・借用校舎であることを考えると、補習校独自で防犯機材などを設置することが必ず

しも適切ではない。むしろ、普段の校舎警備が行われていない日曜日の開校である
ため、その点での安全対策が必要である。

③ 校 舎 内
・ 出入口に、不審者（物）の出入りを防止するためのチェ体育館入口・カフェテリア

ックの機能が必要である。
・非常口は、内側からは開ける事はできるが、外からはロックがかかり開くことがで

きない構造のドアになってる。確実に外からロックされているかを確認する必要が
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ある。
④ 塀

・銃犯罪等が校舎外で起こった場合は校舎の壁等で防御できる。校舎敷地内で起きた
場合には、駐車場等には塀がないために校舎内に閉じこもることが安全となる。

・校舎内で銃犯罪が起きた場合にも、校舎内の安全な場所に隠れることが大切であり
むやみに校舎外へ逃げるとかえって目立つことになるので、その時の状況をよく把
握して対応する必要がある。

⑤ 非常脱出路
・内側からのみあけることができる非常口が校舎にいくつかある。
・数カ所の教室には窓が無く、出入り口が一つである。

⑥ 照明
・授業開催日は昼間に限られているが、監禁等で夜間になるおそれも考えられる。電

源が切られた場合の非常灯が設置されているか確認しておくことが必要である。
⑦ 教室・廊下・体育館等

・設置物の転倒事故が起きないように、状況を把握し、可能性がある物は事前に借用
校と連絡を取り改善する必要がある。

⑧ 窓
・借用校の設置物のため現況を改善するには手続きがいるが、飛散防止フィルムの張

り付け等も検討すべきである。
・また、火災の場合には窓ガラスの散乱からも身を守ることを児童生徒に指導する。

⑨ 校舎への出入り
・校舎の現状では、授業日の校舎への出入りが自由である。児童生徒に不審な物や人

がいるかもしれないことを常に注意しておく必要がある。
・万一、そのような場合には担任若しくは校長に知らせ、適切な対応をとる。
・また、その場合には、その時対応できる保護者等で、対策を実施する。

⑩ 校内一斉放送
・緊急時の校内一斉放送は、借用校に有事の時の使用許可を確認をする。
・トランペット型携帯マイクが２台あるのでそれを使用する。

⑪ 火災警報機、火災報知器、非常警報装置、侵入探知装置、非常警報装置 等
・肝心なときに必ず作動点検を行っているかの確認を、借用校にしておく。
・作動方法や作動したときの対応方法をカストディアン等と連絡を取れる状態にして

おくことが必要である。
・各種警報装置が作動したときの、関係者への連絡方法や場所を確認しておく。

事例 火災報知器を誤作動させたことにより、消防署へ自動通報が行き、消防車が出動し
たことで、実際に請求書が回ってきたことがある。

・煙感知器が作動し、防火扉が自動的に閉まるので、避難経路の再点検が必要である
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⑫ 地元警察、病院、救急車 等への緊急連絡
・状況や要請を迅速かつ正確にできるよう事務員、講師、又は、英語に堪能な運営委

員が常駐している体制を取っておく。
・連絡先は、最終頁に掲示しておく。

⑬ 通学中の事故
・補習校として対応できる責任範囲ではないが、万一の場合は協力できるよう保護者

の連携をお願いする。

（（（（２２２２）））） ソフトソフトソフトソフト面面面面
① 校舎内

・校長以下全員が授業等で緊急の対応ができないことも考えられる。この場合には、
事務員に緊急事態の初動措置を行う権限を委ねる。

・地域の実情を把握し、場合によっては警備員を又は警備会社と契約するなどの方向
も考える。

・万一の場合は、児童生徒は緊急事態を担任又は、校長、運営委員等、大人へ知らせ
ることを徹底する。

② 保護者の見送り、出迎え
・保護者に対して、早退、遅刻、欠席の届けの徹底と、登校時の見送りの安全、下校

時の出迎えの安全を啓発していく。

３３３３ 事件事件事件事件・・・・事故事故事故事故がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合のののの具体的具体的具体的具体的なななな対応対応対応対応（（（（児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒にににに指導徹底指導徹底指導徹底指導徹底するものするものするものするもの））））

銃撃銃撃銃撃銃撃（ ）1
① 学校付近で銃撃戦が発生した場合

・児童生徒が流れ弾に当たらないように、直ちに次の一斉指示を行う。
Ａ 弾丸が飛んでくる可能性があるので、全員姿勢を低くしながら物陰に隠れなさい。
Ｂ 物陰に隠れたら、床や地面に伏せなさい。
Ｃ 頭を手や鞄などでカバーしなさい。
Ｄ 後は、先生が指示するまでそのままの姿勢でいなさい。

・次の銃撃戦が学校に迫りつつあるのかを確認する。
Ａ 教職員や近くにいる大人が地形事物等を利用しながら、出来るだけ身体をさらけ出さな

いように十分注意し、偵察にいく。
Ｂ 銃撃戦が迫りつつあると判断された場合は、校内放送等で学校全体に周知徹底する。
Ｃ 児童生徒が銃撃戦に晒されたり、人質にされないように、もっとも危険な位置にいる児

童生徒から順に、より安全と思われる場所へ避難させる。
Ｄ 状況を凡そ捉えたら、地元警察署等の関係機関へ連絡する。
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② 学校内に銃を持った不審者が侵入してきた場合
事態を認知した時点で各教室に知らせ、ロックダウンを行う。A

警察への通報を行い、指示をあおぐ。B

③ 留意事項
壁や道路などの硬い物に当たってはねる弾丸、すなわち跳弾は、意外な方から飛んA

でくることがある。
連射の場合、射角が次第に上向きになりやすい。B

軍用の銃器から発射される弾丸は、相当厚い壁でも貫いてしまう。C

クーデターや暴動の渦中にある兵士や警察官等は、極度の緊張状態にあり、敵ないしD

敵の疑いのある者に対し直ぐに発砲する恐れがある。

爆弾爆弾爆弾爆弾（ ）2
① 児童生徒が在校中に爆弾事件が発生した場合

Ａ 第２，第３の爆発に備えて、また最初の爆発による落下物等の危険を考慮し、直ちに次
の指示を行う。

「校舎内にいる人は机の下に隠れなさい 」。
「校舎外にいる人は、手や鞄で頭をカバーしながら物陰に隠れなさい 」。
「校舎に入る場合は、上の窓からガラス破片が降ってこないか十分注意しなさい 」。
「後は、先生が指示するまでそのままの姿勢でいなさい 」。

Ｂ 速やかに負傷者の有無を確認し、いた場合は直ちに応急手当を講じ、救急車を呼ぶ。
Ｃ 目に見える範囲で事件の把握に努める。

教職員や事務員等がこれを行う場合には、地形事物を利用し出来るだけ身体をさらけ出
さないように十分に気を付ける。

Ｄ 校長は 「当面の危機は去った」あるいは「児童生徒を現在の位置のままにしておくこ、
とが危険」と判断した場合、児童生徒を最も安全と思われる場所（講堂・体育館 等）
に誘導し、待機させる。

Ｅ 在外公館、運営委員会と協議したうえで、そうした時間的余裕の無い場合は、運営委員
長又は校長の判断で、授業を続けるか、下校させるかを決定する。

② 爆弾容疑物が校内または学校付近で発見された場合
Ａ 学校関係者が爆弾容疑物を発見した場合は、

「近づくな 「触るな 「踏むな 「蹴飛ばすな」」 」 」
の４原則を守り、警察に通報する。

Ｂ 爆弾容疑事件を発見した旨の連絡を受けた場合には、最悪のシナリオを想定して、児童
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生徒を最も安全な場所に避難させる。
Ｃ 事後の対応は、在外公館及び学校運営委員会と協議したうえで決定する。

③ 留意点
立っているときに受ける爆風と、伏せているときに受ける爆風とでは約７倍の差がA

ある。
但し爆風は、黒色火薬で秒速３００ｍ、爆薬の場合は秒速２，０００ｍ～９，０００ｍB

をこえる物まであるので、爆発してからでは、逃げることはもちろん、姿勢を低くす
ることさえも困難である。
爆風によって生じるガラス片は、空気抵抗により、鋭く尖った方が下になって落ちC

てくる。
爆弾テロはどこの国でも重罪であり、犯人はビクビクしながら「警備の手薄なところ」D

「人目に付かないところ」を狙ってくる。
爆弾を「置かれないよう 、爆弾を置かれても「直ぐにわかるよう」日頃から校舎内のE 」
環境整備に努めておく。

放火放火放火放火（ ）3
① 児童生徒が在校中に発生した場合

Ａ 火災は通常、出火時点では原因が放火によるものか判断し難いので火災察知の場合、ま
ずは一般の火災避難要領と同じ措置を講じる。

Ｂ 放火の可能性があり、しかも再発の恐れがある場合は、授業打ち切りを検討する。
Ｃ 再発防止のための環境整備、防犯強化に努める。

② 留意点
時限式発火装置は、初期段階で爆発的に燃焼する可能性がある。A

木造建築の場合、出火当初の燃え広がる速度は概ね 「下に１ 「横に３ 「上に２０」B 、 」 」
の比率である。
焼死者の大半は、まず煙で失神状態に陥り、死に至る。C

時限式発火装置らしき物を発見した場合、処理は一切警察に任せ、不用意に近づかなD

い。
姿勢を低くしての避難を火災訓練の中に織り込んで実施する。E

投石投石投石投石（ ）4
① 生徒が在校中に発生した場合児童･

Ａ 必要に応じて、警察官の速やかな臨場を求める。
Ｂ 必要に応じ、児童生徒を退避させる。



- 13 -

直ちに児童生徒に対し
「頭を鞄や本で覆い、机の下に潜る。あるいは、床に伏せる 」。
「群衆を刺激しない 」。
「速やかに現場を離れる 」。

Ｃ 必要に応じ、救援が来るまでの間、可能な範囲で学校関係者が投石者の監視、制止、制
圧、排除にあたる。

② 留意点
群衆意識に駆られての投石は、短時間ではなかなか収まらない。A

窓ガラスなどに当たって生じるガラス片も怖い。B

投石を受けて最もダメージを受けるのは頭部である。C

道路の上部に歩行できる橋等があり、そこからイタズラで落石する者がいたようであD

る。登下校時でも十分に注意させる （車への投石）。

（（（（５５５５）））） 暴行暴行暴行暴行
① 児童生徒が在校中に発生した場合

Ａ 警察に通報し、警察官の速やかな臨場を求める。
Ｂ 必要に応じ、児童生徒を避難させる。
Ｃ 必要に応じ、救援が来るまでの間、可能な範囲で学校関係者が賊の監視、制止、制圧、

排除に努める。

② 留意点
頭部、次いで腹部に対する暴行が危険であるA

角材等による暴行は、ダメージが倍加する。B

抵抗、反撃は、さらなる暴行を招く。C

（（（（６６６６）））） 脅迫脅迫脅迫脅迫
① 生徒が在校中に発生した場合児童

Ａ 脅迫内容が「学校に爆弾を仕掛けた。直ぐ爆発する 」など在校中の生徒の生命身体に。
対する切迫した害悪の告知である場合、大事をとって、児童生徒を一斉に避難させる。

Ｂ 警察に通報し、警察官の速やかな臨場を求める。
Ｃ 不審物件を発見した場合は、速やかに立ち入り禁止区域を設定して児童生徒や教職員等

を不審物件に近づかせないようにし、不審物件の処理等は全面的に警察に任せる。
Ｄ 脅迫後の諸状況や警察等の判断を踏まえ、必要により「休校 「授業打ち切り」などの」

措置をとる。
尚、学校運営委員会の速やかな判断が期待できない場合は、運営委員長又は、校長の判断
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において決定を下す。

② 児童生徒の不在中に発生した場合
Ａ 警察に通報し、警察官の速やかな臨場を求める。
Ｂ 不審物件を発見した場合は、速やかに立ち入り禁止区域を設定して児童生徒や教職員等

を不審物件に近づかせないようにし、不審物件の処理等は全面的に警察に任せる。
Ｃ 脅迫後の諸状況や警察等の判断を踏まえ、必要により「休校 「授業打ち切り」などの」

措置をとる。

③ 留意点
脅迫の手段は、電話で行われるケースが圧倒的に多い。A

脅迫電話は、無言電話を除き、２つのタイプに大別できる。B

＊ 害悪を明確に告知するタイプ
「爆弾を仕掛けた 「爆弾を仕掛ける」」

＊ 意味不明瞭なタイプ
「生意気だ 「気を付けていろよ」」

脅迫の手段や内容だけでは、危険度を推し量ることが困難である。C

脅迫される理由がないか、多岐にわたって調査する。D

同じ様な脅迫が他校にも行われていないか調査する。E

予め脅迫電話が録音できる体制を検討する。F

誘拐誘拐誘拐誘拐（ ）7
① 児童生徒が在校中に発生した場合

Ａ 在外公館と保護者に速報する。
Ｂ 在校生を一カ所に集合させ、警備を強化するよう指導し、当面の再発防止策を講じる。
Ｃ 公然化していない誘拐事件の場合の警察に対する通報は、次のようにする。

警察への通報が被害者の生命を著しく脅かす可能性がある場合、在外公館・運営委員会D

当該保護者間の協議を経た上で、その是非を決める。
被害通報を行う場合も、原則として在外公館経由で、警察のしかるべき部署ないし、特E

定幹部に行う。
公然化してしまった誘拐事件の場合の警察に対する通報もＣに準ずる。F

但し、事件発生後間もなく、被害者救出のための警察への通報は一刻を争うと判断する
場合は、直ちに警察に通報する。但し、この場合は、事前に在外公館担当官や運営委員
会などと十分に詰めておくこと。
学校関係者の目撃者等から状況を聴取するなど被害発生の状況把握に努める。G

運営委員会を召集し、次の件について協議・確認・決定する。H



- 15 -

・事実関係の確認
・事件の再発防止策
・身代金要求・その他の不審電話の傍受
・全保護者に対する通知の内容と方法
・保秘の程度と保秘のための具体的措置

② 放課後や長期休業中などの際に発生した場合
Ａ 在外公館が未だ事件の発生を承知していない場合は、保護者に在外公館へ通報するよう

に促す。
Ｂ 上記①に準じた措置を講ずる。

③ 留意点
Ａ 子供を誘拐する目的と犯行の下準備は、概ね次のように大別できる。

＊ 身代金目的 ：複数で入念な準備をして行うケースが多い。
＊ 政治目的 ：複数で入念な準備をして行うケースが多い。
＊ わいせつ目的：単独で衝動的に行うケースが多い。
＊ 自分の子供として可愛がり、育てる目的：

単独または夫婦がそれなりの計画を立てて行うケースが多い。
Ｂ 特に子供の誘拐は、一人になった時を狙って行われるケースが多い。
Ｃ 子供狙いの誘拐は、だまして連れ去るケースが多い。
Ｄ 事件が知れ渡ると、マスコミ、特に日本の報道機関から取材電話が殺到する。
Ｅ 誘拐事件が発生してしまった場合、事件の直接的な対応は、在外公館に設置される「対

策委員会」の手に委ねる可能性が高いと考えられる。
Ｆ 学校として対応すべき点は次のようである。

＊ 防犯強化による同種事件の再発防止
＊ 他の事件・事件の防止
既に発生してしまった誘拐事件ばかりに心を奪われていると、予想外の新たな事件・事
故が発生しやすい。
＊ 動揺する児童生徒・保護者・その他の学校関係者の沈静化

事件の概要や犯行手口については、在外公館や運営委員会の承認の下に、許容範
囲で児童生徒や保護者に知らせる必要がある。

＊ マスコミへの対応は、一切在外公館に任せ、学校としては事件解決へ全力を注ぐ。

（（（（８８８８）））） 強盗強盗強盗強盗
① 児童生徒が在校中に発生した場合

Ａ 既に賊が凶器を示している場合は、概して次の事項を遵守した方がよいが、その場の状
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況判断が最も大切である。
完全無抵抗に徹し、速やかに要求に従う。B

一見して極度の興奮状態にあると認められる賊に対しては、緊張による凶行を押さC

えるため「児童生徒に傷を付けなければ一切の要求に従う 」と賊に伝える。。
・犯人を睨み付けたり、注視しない。
・賊が「逆らった」と受け止めかねない動きや言動を差し控える。
・犯人が驚くような「急な動作」や「大きな物音」も差し控える。

賊が正に校内へ侵入しようとしている場合には、大声を出したり、非常警報を作動させD

るなどして退散を促す方が、侵入を放置して置くより、学校の安全を全うできる確率が
高い。

② 児童生徒が不在中に発生した場合
Ａ 上記に準ずる。
Ｂ 児童生徒がおらず、現場がおらず、現場離脱が可能な場合には、教職員は各自がタイミ

ングを見計らった上で「逃げ」に徹する。

③ 留意点
Ａ 賊は現場から逃走し、あるいは追っ手を振りきるため、武器の使用を躊躇しない。
Ｂ 発見されて空き巣から豹変する居直り強盗が最も危険である。
Ｃ 居直り強盗は、気が動転していて、無抵抗な者にも危害を加えやすいので 「逃げ」に、

徹することがよいと考えられる。
Ｄ 賊の追跡は絶対にしない。

（（（（９９９９）））） 窃盗窃盗窃盗窃盗
① 児童生徒が在校中に発生した場合

Ａ 児童生徒と相当距離が離れている賊を発見した場合
・警報を作動させたり、大声を出したりして賊の退散を促すのに止める。
・追跡はしない。
・児童生徒が賊の追跡をしないよう注意する。
・賊の退散が確認できた時点で警察への通報を行う。

Ｂ 児童生徒の至近距離にある賊を発見した場合。
・賊を児童生徒から引き離すように努める。
・賊が児童生徒から相当距離を置いたのを見計らってから上記Ａに準じた措置を講じ

る。

② 留意点
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Ａ 窃盗者は、事前に十分な下見と情報収集を行う例が非常に多い。
Ｂ 軽微な被害を放置しておくと、重大な犯罪を引き起こしかねない。
Ｃ 賊は予期しない状況下で発見されたり、追跡されたりすると、居直り強盗に豹変する可

能性がある。
Ｄ 見張りや逃走支援を受け持つ仲間が、第三者を装って付近にいる可能性が高い。
Ｅ 賊の下見などの不審な動向を察知した段階で、警備員の増強や錠前等の強化など、賊の

犯行意図を挫くような「目に見える十分な防犯体制」を構築することが望ましい。
Ｆ 物品管理の適正化を図り、窃盗被害が生じた場合は、それが直ぐ判るようにしておく。
Ｇ 僅かな被害でも必ずそれなりの防犯強化措置を講じる。
Ｈ ただの泥棒と見えても、凶器を持っている場合が多いので、追跡は絶対禁物である。

事例
南米で、少年窃盗団が昼間日本人学校に侵入、これを察知した教頭が大声を出しながら
追跡したところ、リーダー格の少年が教頭に隠し持っていた拳銃を発砲したが、幸い弾
丸は命中しなかった。

４４４４ 安全確保安全確保安全確保安全確保のためにのためにのためにのために徹底徹底徹底徹底することすることすることすること

児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの登下校時登下校時登下校時登下校時（ ）1
① 登校は、交通事情を考慮し保護者が責任を持って、時間に余裕を持って家を出るよう

にする。
② 万一、登校時刻に間に合わないようなことが生じた場合は、安全を第一に考え行動す

ること。
③ 借用校駐車場周辺は、登下校時は車が混雑するので、保護者にも安全運転を徹底し、

また、児童生徒も車への乗車下車前後十分に注意して行動させる。
④ 登下校時は、保護者の責任であることを明確にし、保護者に安全運転をお願いする。
⑤ 高校生の場合は、現状では車で通学が可能であるが、万一の場合は運転者の責任とな

る。そのことをよく自覚し、安全運転に心がけるよう指導する。

児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが在校中在校中在校中在校中（２）
① 保護者からの呼び出しがあっても、保護者（若しくは代理であると確認できる方）

自身が来ていない限り、教職員は児童生徒の呼び出しに応じない。
② 危険や不審を感じた出来事を見たり聞いたりしたら、登下校時のことを含め、速や

かに教職員に知らせる。

校外授業校外授業校外授業校外授業（３）
現状では、校外授業は実施できないが、保育や昼休みの時間に校舎外へ出ることがあ
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る。この場合には、学校当番の保護者又は、担任が当事者の事故等へも配慮しながら、
周辺からの危害にも十分に配慮する。
① 安全が確保できない場合には、絶対に校舎外へ出ない。

下校後下校後下校後下校後やややや休休休休みみみみ中中中中（４）
① 見知らぬ者には絶対についていかないこと。
② 自分が誰かに連れ去られそうになったら、大声を出したり、泣いて大声を出して助

けを求めること。
③ 友達が誰かに連れ去られそうになったら、自分が危害を加えられない距離を保った

うえで、大声を出したり、泣いたりして大騒ぎをして助けを求める。
④ 友達の家に遊びに行く場合などは、訪問先と帰宅予定時刻を親に告げてから出かけ

る。
⑤ 一人で行動しないこと。
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緊急時の処置
事故・怪我・病気 家 庭

↓ ↑ 担任から保護者へ連絡する
発見者 担 任

↓ ↑
近くの先生・保護者 －→校 長 －→ 運営委員会

↓ ↑
事務員→－－－－→状況を報告

↓ ↑ 校長が指示・確認すること
病 院→－－↑ ・付添者の選定と指示

（原則として運営委員２名が搬送・付き添い）
・ 緊急カ－ド」を持参「
・車の手配（救急車使用の場合，事務員が連絡。私用車使用

の場合，運営委員が行う）
・担任から保護者への連絡を指示→事後，連絡を再確認する

( )Foxwall Emergency Medical Service,Inc Office 412-963-6611
救急車救急車救急車救急車：：：：４１２４１２４１２４１２－－－－９６１９６１９６１９６１－－－－０６０００６０００６０００６００

９１１９１１９１１９１１地元警察地元警察地元警察地元警察

・状況把握 → 怪我・病気の程度の判断，必要に応じて応援の人を呼ぶ。
・近くの先生・保護者は応急処置，連絡（校長・事務員へ ，他の児童生徒の指導等）

を分担する。
状況により，関係生徒から事情聴取する。

・学級担任は，校長の指示を受け，家庭に事故報告する。
・校長は，状況により病院搬送指示，運営委員会に報告する。

ピッツバーグ日本語補習授業校版

安全ハンドブック
子供たちの安全のために


